■第１回協議会議論のポイント
2014．８．７
※「・」箇所は事務局意向を含む
	区　分
	主な内容

	①計画書について
	○施策の見直しやチェック体制など、計画推進の具体的なスパン（前期・中期・後期）や内容を盛り込む
○どんな意図でどのような自転車通行空間をつくりたいのかを記載する

・整備効果や対策の有効性、国の動向（ガイドライン）などを汲み取り、計画策定の背景に盛り込み市民の理解を得ていく

○中心市街地活性化や他の関連計画との関連性・整合性を明らかにしたい

・効率的・効果的な推進に向け、関係機関との役割分担に取り組む計画と認識

	②自転車ネットワークについて
	○ネットワークは多様な位置づけを明確にする必要がある

○ネットワーク検討の際はマナー遵守等について早い段階から取り組むべき

・マナーやルールの向上につながる計画としたい。実現性を考慮しつつ、ネットワークとしての連続性を重視した発展性のあるものとする
○ガイドラインの選定条件など、多様な選択肢を用意すると議論がしやすい

○自転車走行空間を確立するネットワークをつくる、自転車が快適に走れる路線選定を考慮した主旨を計画で示すと、市民に伝わりやすい
○高齢者に関しては、公共交通など他の交通手段も選択肢としたネットワークの検討が必要

	③自転車通行空間の整備について


	○自転車通行空間イメージの特性については、更に掘り下げ再考する

○カラーリング等により自転車通行空間を一目でわかりやすくする工夫もある
○車道混在路線のブルーラインや細街路交差点等のナビマークなど、注意喚起や視覚に訴える手法も検討

○ブルーラインでは交差点毎の行き先標示も検討
・近隣市町等と整合を図った統一性のある表示（路面標示等）、また、他の手法との組み合わせ等を検討する

	④自転車交通事故について


	○何故事故が多いか、事故状況や要因がわかると市民の関心が高まるとともに、計画策定の有効な資料となる
○特に高齢者の事故要因等を再提示、若者の事故が多い事等も計画書に盛り込む
・データ収集・分析に努める

○縁石は事故の要因につながるので検討を要する
○原則、自転車は車道走行なので、ドライバー側へのマナーの配慮も必要

・車道走行空間の中で自転車・車が共存していけるよう意識向上と配慮が必要

	⑤市民の自転車利用意識について


	○自転車利用に関する市民意識の向上となる施策

○市民との情報の共有が重要

○自治体側からのルール・マナーの啓発活動機会が必要

	⑥協議会運営等について
	○具体的施策についての議論を要望

○資料の事前配付を希望


